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1: ChatBridのSlackへの追加方法

①Slackのワークスペースに、既にインストールされたChatBridアプリの名前（上記例ではchatbrid1）を、
@で呼び出してください。ChatBridアプリの名前がわからないときは、システム管理者にお尋ねください。

②チャンネル内でChatBridアプリ宛に質問文を送信すると、数秒でアプリから返信がきます。
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2-1 : 操作画面一覧

  ログインすると、これまでに取り込んだデータセット一覧ページが表示されます。

オレンジ色の「開く」をクリックすると、
データセット内のデータを確認できます。

取り込んだデータ
セットの情報です。

データセットを削除します。

注：一度削除すると元には戻せません。

アイコン説明（クリックで画面遷移します）

・データセット一覧：この画像のページです。
・プロンプト変更：クリックすると影プロンプトの設定画面
に遷移します。
・新規データアップロード：新しいデータセットをアップ
ロードできます。

データセットの名前
を変更できます。

これまでに
取り込んだ
データ数と、
残り取り込
み可能な
データ数を
表示します。

ログアウトします。
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2-2 : 新規データセットの追加 1/3

①2-1の画面から、「新規データアップ
ロード」のアイコンをクリックします。

②新しいデータセット作成画面に遷移します。

  ログイン後の画面から、左上の「新規データアップロード」のアイコンをクリックします。

  新しいデータセットの作成画面に遷移します。
2-2-1



2-2 : 新規データセットの追加 2/3

  新規データセットの情報（表示名・データ形式・質問と回答のセット）を記入し、取り込み開始
ボタンから新規データセットを追加できます。

①データセット一覧での表示名を入力します。
（例：ChatBridマニュアル）

②データ形式：プルダウンからMarkdownを選択
します。

③回答ボックス：質問と回答のセットを
Markdown形式で入力します。一度に複数のデー
タを入力できます。
Markdown形式での入力方法は次ページで解説し
ます。

④取り込み開始：オレンジのボタンをクリック
すると、データセットが作成されます。
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2-2 : 新規データセットの追加 3/3

  ##から始まる記述から、改行するまでが「質問」、改行後が「回答」と認識されます。

  質問は、「,」と「”（質問文）”」で区切ることで、一つの回答を呼び出す様々な質問文を登録できます。

  一つ前のデータ（質問と回答のセット）の後に、改めて##から始まる質問を入力することで、一度に複数のデータを
追加できます。

##SlackでのChatBridの使い方,"ChatBridに質問するには

","slackからAIに質問したい"

Slack上でのChatBridへの質問方法ですね。まずSlackの任

意のチャンネルに、@chatbrid（アプリ）を招待します。招

待が完了したら＠chatbridをつけて質問内容をチャンネルへ

送信してください。数秒ほどでChatBridから回答が送られま

す。

##ChatBridからログアウトしたい

ブラウザ上のChatBridのデータセット画面からログアウトす

るには、右上のログアウトボタンをクリックしてください。

「回答」欄へのMarkdown形式での記入例

##から改行まで
→質問

改行後、次の##ま
で
→回答

##以降
→2個目のデータ
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2-3 : 取り込んだデータセットの内容を確認する 1/2

  データセット一覧から、内容を確認したいデータセットを開きます。

  取り込んだデータの一覧を表示する画面に遷移し、データが確認できます。

①確認したいデータセット（ここでは
「FAQ1」）の、オレンジの「開く」ボタン
をクリックします。

②画面が遷移し、取り込んだデータ一覧が
確認できます。
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2-3 : 取り込んだデータセットの内容を確認する 2/2

  データセットの内容確認画面からは、データの検索、データセットのプロンプト変更、データ追加、データの
類似・関連ランキングの確認が行えます。

取り込んだデータを、文

字列や、取り込んだ日付
で検索できます。

アイコン説明（クリックで画面遷移します）

・データ一覧：この画像のページです。
・データセットプロンプト変更：クリックすると、影プロンプトの設定画面
に遷移します。
・データ追加：表示中のデータセットにデータを追加できます。

・類似・関連ランキング：文章からデータを関連度の高い順に検索できます。
（次ページ詳細）

項目をクリックすると、
画面上での表示/非表示を
切り替えられます。

2-2で取り込んだデータが表
示されます。
「見出し」列には追加した質
問が、「回答」列には回答が
表示されています。
長文の場合、カーソルを合わ
せると、下画像のようにより
多くの文章が表示されます。

表示中のデータをCSV形式で出

力できます。
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2-4 : 既存のデータセットにデータを追加する 1/3

  データセット一覧から、データを追加したいデータセットを開きます。

①データを追加したいデータセットの、オレンジ
の「開く」ボタンをクリックします。

②データセットのデータ一覧画面に遷移します。
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2-4 : 既存のデータセットにデータを追加する 2/3

  データ一覧画面の上部のタブから、「データ追加」を選択し、データ追加画面を開きます。

③画面上部の「データ追加」アイコンをクリックします。
データ追加画面に遷移します。
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2-4 : 既存のデータセットにデータを追加する 3/3

①データ形式：Markdown
を選択します。

②回答：Markdown形式で質問と回答を入
力します。（2-2と同様です）

③取り込み開始：データセット
にデータを追加します。

  2-2「新規データセットの追加」と同様に、データ形式を選択し、回答をMarkdown形式で入力して、
「取り込み開始」をクリックします。
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3-1 : 影プロンプトとは

  影プロンプトとは、ChatGPTが自然な回答を生成するよう促すための指示文です。（参考：プロンプトとは？）

  ChatBridでは、「影プロンプト」「ユーザーからの質問文」「質問と回答の候補のセット」をひとまとまりにしてchatGPTへ送
ります。

  chatGPTはこれら3つの情報から、質問に対する自然な回答を生成します。このchatGPTが生成した回答が、ChatBridを通じてそ
のままSlack上などでユーザーに送信されます。

①「ユーザからの質問」を受け取る

ChatBridは、slack上で入力された「ユーザからの質問」(eg. 〇〇を教えてください) を受け取ります。

②「質問と回答の候補」を取得する
「ユーザからの質問」をもとに、データベースから関連度の高いデータを検索し、「見出し」 と「回
答」のペアをランキングで取得します。

検索の際には、「見出し」と「回答」の両方に検索がかけられます。
「質問と回答の候補」には以下の情報が含まれます。
・質問：データベース内の「見出し」
・回答：データベース内の「回答」
・関連度：「ユーザからの質問」とどれだけ関連しているかを表す数値

③「ユーザへの回答」の生成
ChatGPTのCompletion APIへ以下3つの情報を送り、「ユーザへの回答」を取得します。
・影プロンプト：ChatGPTが自然な回答を生成するよう促すための指示文
・ユーザからの質問：①で取得した「ユーザからの質問」

・質問と回答の候補：②で取得した「質問と回答の候補」

④「ユーザへの回答」を返す
slack上で、③で取得した「ユーザへの回答」をそのまま返します。

ChatBridの仕組み

3-1
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3-2 :影プロンプト設定手順 1/2

  影プロンプトを設定するには、まず、ログイン後のデータセット一覧画面右上「プロンプト変更」をクリックし
ます。

①画面左上の「プロンプト変更」アイコンをクリックします。
プロンプト変更画面に遷移します。
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3-2 :影プロンプト設定手順 2/2

  「影プロンプト」、「各要素の重み」、「データセットから取得するデータ件数」を任意に記入し、変更ボタン
をクリックすると変更されます。

②影プロンプト：

chatGPTが回答を生成す
るにあたっての前提条

件（chatGPTの役割な
ど）や、制約条件、注
意事項等の条件を記入

します。
 この記述の内容によっ

て、chatGPTに自然な回
答を生成させたり、回
答に含める内容を制限

したりすることが可能
になります。

③各要素の重み：

ユーザーが入力した質問から、ChatBridが
データベースを検索する際の、各要素の重
みを調節できます。例えば回答の重みを大
きくすると、データセット内のデータのう
ち、「回答」がユーザーの質問文とより関

連度の高いデータがchatGPTに候補として送
られます。

④データセットから取得するデータ件数：

データベースの最大検索件数を変更します。

注： ChatGPTへ入力している値が10000文字
を超えないようにデータが切り捨てられます。
そのため例えば、30件に設定していたとして

も、10件しか入力として使われないことがあ
ります。
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3-3 :各データセット用のプロンプト設定手順

  3-2で設定した影プロンプトの他に、各データセットに対してのみ影プロンプトとして働く「データセット
プロンプト」も設定することができます。

  各データセットを開き、「データセットプロンプト」欄にプロンプトを記入してください。

データセットを開き、上部の「データセットプロンプト

変更」をクリックしてください。

この例では、プロンプトはデータセット

「FAQ1」のみに適応されます。

3−3

データセットプロンプト（この

データセットで指定したい条件
等）を記入してください。



4-1 :検索・絞込機能【文字列検索】

  任意の文字列に対して、本文に一致したテキストを持つ行だけを絞り込むことが出来ます。
絞り込みは以下の手順で行います。

①データ一覧ページの左側、検索・絞込セクションの、「回答」「見出し」をクリックする
と、テキストボックスが表示されます。

②テキストボックスに検索したい文字列を入力します。文字列は複数指定してAND/OR検索を
することも可能です。

③「検索・絞込」ボタンをクリックすると、画面右側に絞り込んだレコードの⼀覧が表示さ
れます。（上下どちらの検索・絞込ボタンをクリックしても検索・絞り込みの結果は同じで
す）

※絞り込み条件をリセットしたい場合は「検索条件のクリア」ボタンをクリックします。 4-1-1

①

②

③

AND検索・OR検索
複数の文字列で絞り込む場合、「AND」「OR」を変更する
ことで、検索方法を「AND検索」もしくは「OR検索」に変
更することが出来ます。（デフォルトはAND検索）

AND検索
入力した文字列を全て含む行を絞り込む検索方法

OR検索
入力した文字列のいずれか含む行を絞り込む検索方法

複数の文字列で絞り込む場合は、
各文字列の間に「 」(半角スペース)を入れるだけで
「AND」「OR」が補完されます。



4-1 :検索・絞込機能【日付時刻の絞込】

  データを追加した日付・時刻での絞り込みは以下の手順で行います。

①検索・絞込セクションの、「日付時刻」をクリックすると、ボックスが表示されます。

②ボックスに検索したい日時を「2023/08/09 16:00〜2023/08/10 21:00」のように入力します。「条件追加」からボックスを増やし、複数の期間を
指定することもできます。

③「検索・絞込」ボタンをクリックすると、画面右側に絞り込んだレコードの⼀覧が表示されます。（上下どちらの検索・絞込ボタンをクリックし
ても検索・絞り込みの結果は同じです）

※絞り込み条件をリセットしたい場合は「検索条件のクリア」ボタンをクリックします。
4-1-2

①
②

③

開始時間を

2023/08/09
16:00
のように入力してください

終了時間を

2023/08/10
21:00
のように入力してください

「条件追加」から、期間を指

定するテキストボックスを増
やすことができます。
増やしすぎた場合はオレンジ
の「×」ボタンで消すことが
できます。



4-2 :類似・関連ランキングの操作方法 1/2

  データの類似・関連ランキングでは、文章から関連するデータを関連度の高い順に検索できます。

  例えばそのデータセットの中に、既に登録済の良く似たデータが入っていないかチェックすることができます。

データセットを開き、上部の「類似・関連ランキング」

をクリックしてください。画面が遷移します。
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4-2 :類似・関連ランキングの操作方法 2/2

  データの類似・関連ランキングでは、文章から関連するデータを関連度の高い順に検索できます。

  例えばそのデータセットの中に、既に登録済の良く似たデータが入っていないかチェックすることができます。

①質問例などの文章を
入力し、任意の検索条
件を設定します。

②検索・絞込ボタン
をクリックします。 ③検索した文章の中から、自動で文字列を検出します。この例では

「Excel」「編集」が検索文字列になっています。
その他、データ検索条件が記載されます。

④検索した文章と関連するデータが、関連度の高い
順に表示されます。
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4-3 : CSVファイル出力機能

   データ一覧画面から、登録したデータをCSV形式で出力することができます。

  4-2の「類似・関連ランキング」でも、同様の手順で検索結果を出力できます。

※CSV形式で出力すると、見出しや回答はMarkdown形式ではなくなります。
4-3

①全てのデータ、または検索・絞込機
能などを使って、CSV出力したいデータ
を表示し、CSV出力ボタンの右の▼をク
リックします。

②表示された項目の左のボタンで、

CSV出力する項目を選択します。
画像は全て選択された状態です。
CSV出力をクリックすると、CSVファ
イルがダウンロードされます。

③画像のように、選択した項目が含ま

れるCSVファイルを入手できます。


